(IFRLZFKF] XF7F—HIHBLERAT

A7 —HIHE

AGF—4 S

ID

Tl

TR O T SR E PE

&84

R

RSN

fitiax - &)

a|h | WIN|=

=558

RN, EEA, MRGEPE, SREKEE, | RN

%II

B3

BT 1429 H TR L 2 BBk EE o BiR, 4452, b D LT,
1879 Tl DE E M R BUFIZH T E T £ TR AT,
FHRWIIEEEZOFBERNEET D [EE] Th o LFERIC, EE
MIROITHHRE THREN) ORI Tbd o7z, £/, FHICHE S
Nt l-b280C, BREEFNEETLIRIIEDOR Y U —7 Ol
HTbbotz, SHIC, BREMEZ O TIIERE - TREVEAICHE
Lo, £ - TEOEMENPELZIERL Tz, | B 0b=
fiorLThdH o7,

L D ERIT 14 HACEIEN LR AL, REO M AT
HIZFHLTESNTWD, BRI (NS & o280 (S
WER) ICRE LT HR, WERIE 15 AR WIHIIC, ARSI 16 A v i
5B LTV D, B 400 A — hb, AL 270 A — bJv, AR
4756 THEHFA—FIL, BEELRLTAL, WBIEDITEHETKS 72K/
VIWAE AT, AREICETHN TV D,

1879 4, HHEMHOEEN BRI TR o7z, o HEB
IHAREORHAMICR 720, FEOFKEL L TEbNI T,
BETH RO T, 8 2RI RES, 7 AU W EICTK D0
MR B 2 D T2 DR T35 e (55 32 HF]HHliE ; 5 AD b x
AN TARDOFL M RN BE T i) NEfkeE L TE-T
W5,

Z D%, 1925 4, WEMEERSEEICHEE S, 1930 R0 IE K
RAEBRTONTEM, 1945 F T A Y WEOKEIC LY 28 LT,
%, WA TSpEALf) S TElaM) 2 B, 1ERBILEERIM R O = B
HEST 1992 4F, VPO B ARE R 20 AELZ AL TEEARE LTHE
TENT, BERMOLSBIIETETORBEREINITOR LSBT TH D,
2000 4 12 H, B HEIRBE S FUEE ISR ST,
ZOH%RBEITLTENFE, 20194F 2 A, @AKRZ Y 772 EOET
ERZT—RAB SN, [F4FE10 A 31 BT 28 35525, IEh
AT OB RS EE A D HIK L, BEEET DA L m i, EHBT - SH2
AR, TREEE, AR O THIC BIERE L, IERBITARE L 72, 2022 4F 12




HBUE b R 2 EREENED BT D,

7 | w Ik (jpg)
8 K& R - sekekokekok
9 B - £F
10 | s - 1855 T903-0815 M IRARER il &7 Byl iT
11 | FIE&E FoR 4.0 [HES (CC BY 4.0) THEfit
12 | BEER1
13 | #EHSE A G NE =
14 | BHE L
15 | &1 2022/12/03
16 | S%E RI§ZEE
circd050a—0017. jpg
17 | IJ7OT—4

HHRIREBRIIMHERE ROREEREM L VWS 22T TIERLS, AXK
EFEOBEREA L RFEIZIY AN YRFOREKO Ax DHME L, F
Y o= b2t omAEEZ L KRDL TV,

HEBICIT TR EE o) (B4 T TEEZOH]) PARE I 1L
TWo, IKEMATOIRGO AMIZEE E WO @R H v, BifE Tz
W ERZEOHE (BR) PERRIN TV D,

FEEZLE THRORIE 2H0b L, 144, FESCHMAE T
CTEORGEBMLTIANE LD TG # B L T 2HERO %
ANSEZITFHNTEENAD SN TS, 2000 ERHEOIHMEY I » k

18 | xiF@

DEBEH o T TEBREILIZOENSLRTEZ &> T 5D,

1923 45 3 AICIZE BN EBORY 8 L2 &V 1o - AT (F B
BAFRIE) o7z, HHMEFOMFE L BH TE RV ERT (FEWH
B4) 1% 1923 10 TIEBROMEK] 2RE LR, FEBEk (1867-
1954, BIEHI~IE R O BEF I L O L5), A %5 KL (1898~
1983, HADYME . WL SR) &2 CImE (BED TR
) CRGEEMFEL, WKL R,

1925 4, ENZE B IER % (W iBth) & L Ol S RAIEICHLD
HEICHE L, 1928 F121LE OMIKEEE A EHS TRR S,




19 | *EAIE

20 | xFRANEH B, EEEH, s, B
21 | kINERR

22 | xEBI7OEX

23 | xBEEEN2





【岐阜女子大学】メタデータ項目と記述内容

		

		メタデータ項目

		メタデータ記述欄



		１

		ID

		



		２

		表題名

		沖縄の世界遺産



		３

		資料名

		首里城跡



		４

		内容分類

		施設・建造物



		５

		索引語

		首里城，首里城跡，世界遺産，琉球王国，首里城公園



		６

		説明

		首里城は1429年に成立した琉球王国の政治，外交，文化の中心で，1879年に最後の国王尚泰が明治政府に明け渡すまで栄えた。

首里城は国王とその家族が居住する「王宮」であると同時に，王国統治の行政機関「首里王府」の本部でもあった。また，各地に配置された神女たちを通じて，首里王府が運営する祭祀のネットワークの拠点でもあった。さらに，首里城とその周辺では芸能・音楽が盛んに演じられ，美術・工芸の専門家が数多く活躍していた。首里城は文化芸術の中心でもあった。



諸説あるが築城は14世紀半ばから後半とみられ，丘陸の地形を巧みに利用して造られている。首里城は内郭（内側城郭）と外郭（外側城郭）に大きく分けられ，内郭は15世紀初期に，外郭は16世紀中期に完成している。東西約400メートル，南北270メートル，総面積約4万6千平方メートル。那覇港を見下ろし，海外貿易に駆け巡った東シナ海を望んで，西向きに建てられている。

1879年，首里城から国王が追放され「沖縄県」となった後，首里城は日本軍の駐屯地になったり，各種の学校等として使われた。

現在でも首里城の地下には、第2次世界大戦中、アメリカ軍による沖縄侵攻に備えるために作れた壕群（第32軍司令部壕；5本のトンネルが1本の中心トンネルから枝分かれする構造）が遺構として残っている。



その後、1925年，首里城正殿が国宝に指定され，1930年代には大規模な修理が行われたが，1945年にアメリカ軍の攻撃により全焼した。

戦後，県が「守礼門」や「観会門」を再建。正殿は琉球独特の宮殿建築で1992年，沖縄の日本復帰20周年を記念して国営公園として復元された。宮殿前の広場は国王の重要な儀式が行われた場所である。2000年12月，首里城跡が世界遺産に登録された。

その後も復元工事が続き，2019年2月，御内原エリアなどの復元を終えて一般公開されたが，同年10月31日午前2時35分ごろ，那覇市首里当蔵町の首里城正殿から出火し，隣接する北殿と南殿，書院・鎖之間，黄金御殿，二階御殿，奉神門の７棟にも延焼し，正殿は全焼した。2022年12月現在も懸命な復興作業が進められている。



		７

		形式

		静止画（jpg）



		８

		氏名

		撮影者：******



		９

		時代・年

		



		１０

		地域・場所

		〒903-0815 沖縄県那覇市首里金城町



		１１

		利用条件

		表示 4.0 国際 (CC BY 4.0)で提供



		１２

		関連資料１

		



		１３

		権利者

		岐阜女子大学



		１４

		協力者

		なし



		１５

		登録日

		2022/12/03



		１６

		登録者

		大城愛恵



		１７

		ファクトデータ

		circd050a-0017.jpg

[image: C:\Users\NPC90\Desktop\13首里城_circd050a-0017.jpg]



		１８

		＊特色

		首里城正殿は沖縄最大の木造建築物ということだけではなく，日本と中国の建築様式を見事に取り入れた当時の琉球の人々の知恵と，チャンプルー文化といわれる沖縄文化の独自性をよく表わしている。

首里城には「首里城正殿の鐘」（別名「万国津梁の鐘」）が設置されている。広福門前の広場の片隅に供屋という建物があり，現在は供屋に万国津梁の鐘（複製）が展示されている。

万国津梁とは「世界の架け橋」をあらわし，14世紀，中国や東南アジアとの交易を通して「人と文化の架け橋」を目指してきた琉球の先人から受け継いだ志が込められている。2000年開催の沖縄サミットの会議場になった万国津梁館はこの鐘から名前をとっている。

1923年3月には首里城正殿の取り壊しを食い止めた問題（首里城保存問題）があった。管理維持の財源を捻出できない首里市（旧自治体名）は1923年に「正殿の解体」を決定したが，伊東忠太（1867-1954，明治期～昭和期の建築家および建築史家），鎌倉芳太郎（1898-1983，日本の染織家、沖縄文化研究家）らが文部省（現在の文部科学省）に保存を強く訴え，解体を免れた。

1925年，国は首里城正殿を「沖縄神社」として古社寺保存法に拠る国宝に指定し，1928年にはその解体修理計画が国会で承認された。



		１９

		＊活用支援

		



		２０

		＊利用分野

		教育，生涯学習，地域学習，観光



		２１

		＊改善結果

		



		２２

		＊処理プロセス

		



		２３

		＊関連資料２
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